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授業計画

・村瀬英彰「新エコノミクス・金融論」日本評論社（2006年5月）
・前多康男・鹿野嘉昭・酒井良清「金融論をつかむ」（2006年12月）

経
営
法
務
コ
ー
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学生に対する評価

出席状況、受講態度、試験（授業内2回）により成績判定

テキスト

当方作成のレジュメ（講義ごとに配布）

年
度
以
前

参考書・参考資料等

第1 回：「金融」「金融取引」とは何か

第2 回：わが国の金融システムの発展経緯と特徴

第3 回：「金融機関」の種類と業務

第4 回：貨幣と決済システム

第5 回：主要な金融市場の概要・現状と展望（1）

第6 回：主要な金融市場の概要・現状と展望（2）

第7 回：わが国の証券市場・現状と展望（1）

第8 回：わが国の証券市場・現状と展望（2）

第9 回：わが国の金融構造の特徴と変化

第10回：金融取引と資金循環（資金循環勘定と利用方法、国民経済計算体系）

第11回：銀行貸出市場とメインバンク制度

第12回：金融システムの安定に向けた規制・監督、国際金融規制改革

第13回：米国の金融システム（金融システムの特徴と金融規制改革の動向）

第14回：英国の金融システム（金融システムの特徴と金融規制改革の動向）

第15回： 欧州連合の金融システム（EUの金融統合、ドイツ・フランスの金融システムと金融規制改革の動向）

【履修上の注意事項】
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授業の概要

共
通

　本講義は、わが国金融システムを中心にその基本構造や制度について扱うが、後半では、欧米主要各国の金融シ
ステムの特徴等についても概観していく。

専
門
基
礎

授業の到達目標及びテーマ
言
語

金融取引の理論と実際、国際比較に配慮しながら「金融」を概観することで、「金融論」を現実的に理解することを目
標とする。

科目名 単位数 担当教員

区分平成26年度以降
漆畑 春彦

平成25年度以前

金融論 2

金融論 2


